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新
生
双
葉
町
に
向
け
て

住
む
拠
点
づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト

　
秋
と
は
思
え
な
い
汗
ば
む
晴
天
と
な

っ
た
10
月
1
日
。
東
京
電
力
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ
る
全
町
避
難

が
続
く
福
島
県
双
葉
町
の
中
心
部
で
、

町
民
帰
還
へ
の
足
が
か
り
と
な
る
起
工

式
が
執
り
行
わ
れ
た
。

　
田
中
和
德
復
興
大
臣
を
は
じ
め
、
国

や
県
か
ら
多
く
の
来
賓
が
臨
席
す
る
な

か
、
伊
澤
史
朗
双
葉
町
長
は
「
帰
還
困

難
区
域
で
あ
っ
て
も
、
避
難
指
示
を
解

除
し
、
再
び
居
住
を
目
指
す
区
域
と
し

て
特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域
（
復
興
拠

点
）
を
定
め
、
こ
の
J
R
常
磐
線
双
葉

駅
西
側
を
中
心
と
す
る
地
区
を
町
の
居

と
取
り
組
み
た
い
」
と
工
事
着
手
の
抱

負
を
語
っ
た
。

　
復
興
拠
点
内
初
の
ま
ち
づ
く
り

　
福
島
県
原
子
力
災
害
被
災
12
市
町
村

で
、
唯
一
全
町
避
難
が
継
続
し
て
い
る

双
葉
町
。
し
か
し
、
取
材
に
訪
れ
て
驚

住
再
開
の
要
と
し
て
位
置
付
け
ま
し

た
。
帰
還
を
希
望
す
る
町
民
が
約
1
割

に
と
ど
ま
る
現
状
で
す
が
、
新
た
な
双

葉
町
の
ス
タ
ー
ト
を
切
る
地
区
と
し

て
、
多
様
な
人
々
が
共
生
し
、
規
模
は

小
さ
く
と
も
豊
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
に

し
た
い
」
と
挨
拶
。

　
続
い
て
、
事
業
を
受
託
し
た
U
R
都

市
機
構
の
中
島
正
弘
理
事
長
が
「
長
年

ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
っ
て
き
た
組
織
と

し
て
、
プ
ラ
イ
ド
を
か
け
て
施
行
し
て

い
き
た
い
」
と
述
べ
、
続
く
囲
み
取
材

で
も
「
町
民
の
方
1
人
ひ
と
り
の
復
興

へ
の
思
い
を
大
切
に
し
て
、
じ
っ
く
り

い
た
の
は
、
ま
ち
な
か
に
多
く
の
ダ
ン

プ
カ
ー
や
車
が
行
き
交
い
、
工
事
が
進

む
力
強
い
復
興
の
姿
だ
。

　
先
陣
を
切
っ
た
の
が
、
避
難
指
示
解

除
準
備
区
域
で
あ
る
中
野
地
区
だ
。
2

0
1
8
年
1
月
に
「
働
く
拠
点
」
と
し

て
の
復
興
産
業
拠
点
の
整
備
に
着
手
。

企
業
を
誘
致
し
て
新
し
い
産
業
を
生
み

出
す
と
と
も
に
、
2
0
2
0
年
内
に
は

復
興
の
歩
み
を
発
信
す
る
「
東
日
本
大

震
災
・
原
子
力
災
害
伝
承
館
（
ア
ー
カ

イ
ブ
拠
点
施
設
）」
や
、
就
業
者
や
来
訪

者
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
「
双
葉
町
産
業
交

流
セ
ン
タ
ー
」
の
供
用
開
始
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。

　
交
通
再
開
へ
の
歩
み
も
着
々
と
進
ん

で
い
る
。
今
年
度
末
に
は
、
常
磐
自
動

車
道
常
磐
双
葉
I
C
が
供
用
を
開
始
予

定
。
さ
ら
に
、
同
時
期
に
J
R
常
磐
線

が
全
線
再
開
見
込
み
。
そ
れ
に
併
せ
、

避
難
指
示
解
除
準
備
区
域
と
J
R
双
葉

駅
周
辺
等
の
一
部
区
域
の
避
難
指
示
解

除
、
2
0
2
2
年
春
に
は
復
興
拠
点
全

域
の
避
難
指
示
解
除
を
目
指
し
、
各
地

で
工
事
が
進
ん
で
い
る
。

　
な
か
で
も
、
今
回
着
工
さ
れ
る
J
R

双
葉
駅
西
側
地
区
は
、
町
で
初
め
て
の

「
住
む
拠
点
」
だ
。
ま
ず
は
約
23
・
9
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
う
ち
、
第
一
地
区
と
し
て

12
・
3
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
造
成
、
2
0
2
2

年
の
居
住
開
始
を
目
標
に
掲
げ
て
い
る
。

　
双
葉
町
復
興
推
進
課
の
田
中
聖
也
さ

ん
は
「
こ
の
地
区
は
、
双
葉
町
に
再
び

人
が
住
め
る
環
境
を
作
る
中
核
と
な
る

拠
点
で
す
。
公
営
住
宅
88
戸
や
分
譲

地
、
商
業
施
設
や
医
療
な
ど
の
生
活
関

連
サ
ー
ビ
ス
の
整
備
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
帰
還
を
希
望
さ
れ
る
方
や
避
難
先

と
の
二
地
域
居
住
を
希
望
さ
れ
る
方
、

ま
た
中
野
地
区
で
就
業
さ
れ
る
方
な

ど
、
新
た
な
住
民
の
方
々
が
近
く
に
集

ま
っ
て
住
み
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成

で
き
る
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
を

図
り
た
い
」
と
計
画
を
語
る
。

　
し
か
し
、
地
震
、
津
波
、
原
子
力
災

害
の
複
合
災
害
を
経
験
し
、
住
民
が
ゼ

ロ
に
な
っ
た
地
の
復
興
は
、
並
大
抵
の

こ
と
で
は
な
い
。
双
葉
町
は
新
し
い
ま

ち
づ
く
り
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
ニ

ュ
ー
タ
ウ
ン
事
業
や
復
興
ま
ち
づ
く
り

の
経
験
、
技
術
力
が
豊
富
な
U
R
に
事

業
を
委
託
。
手
を
携
え
て
復
興
に
立
ち

向
か
っ
て
い
る
。

　
U
R
双
葉
復
興
支
援
事
務
所
長
の
森

脇
恵
司
は
、
宮
城
県
女
川
町
で
の
震
災

復
興
事
業
を
経
験
し
て
の
赴
任
だ
。
先

行
し
て
い
る
中
野
地
区
の
基
盤
や
イ
ン

フ
ラ
整
備
に
続
き
、
双
葉
駅
西
側
地
区

で
も
基
盤
整
備
を
は
じ
め
宅
地
や
道

路
、
駅
前
広
場
の
整
備
な
ど
、
こ
れ
か

ら
の
町
民
の
生
活
や
生
業
の
下
支
え
と

な
る
施
工
を
担
う
。

「
ス
ピ
ー
ド
が
命
だ
っ
た
津
波
被
災
地

に
対
し
、
当
地
で
の
事
業
の
難
し
さ

は
、
つ
く
っ
た
土
地
が
う
ま
く
利
活
用

さ
れ
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
、

ま
ち
の
将
来
像
を
頭
の
中
で
考
え
な
が

ら
創
造
す
る
こ
と
で
す
。
事
業
を
進
め

る
に
あ
た
っ
て
は
、
立
ち
入
り
が
日
中

に
制
限
さ
れ
、
工
事
車
両
の
ゲ
ー
ト
も

制
約
さ
れ
る
環
境
の
な
か
、
い
か
に
円

滑
に
仕
事
を
進
め
る
か
が
大
き
な
課
題
。

J
R
の
工
事
や
環
境
省
の
除
染
解
体
工

事
、
県
の
復
興
シ
ン
ボ
ル
軸
（
道
路
）

整
備
な
ど
、
多
く
の
工
事
車
両
や
関
係

者
が
錯
綜
し
て
い
る
エ
リ
ア
だ
け
に
、

各
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
現
場
を

動
か
し
、
資
材
の
搬
入
な
ど
の
調
整
を

行
う
の
も
重
要
な
仕
事
で
す
」と
話
す
。

　
地
方
創
生
の
モ
デ
ル
シ
テ
ィ
に

　
こ
れ
か
ら
先
の
未
来
へ
続
く
、
持
続

可
能
な
町
に
新
生
す
る
た
め
に
、
何
を

す
る
べ
き
か
。
起
工
式
で
、
町
長
が

「
新
た
に
つ
く
り
上
げ
る
ま
ち
だ
か
ら

こ
そ
で
き
る
先
進
的
な
取
り
組
み
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
」
と
述
べ
た
よ
う

に
、
町
は
意
欲
的
な
取
り
組
み
を
次
々

と
打
ち
出
し
て
い
る
。

　
そ
の
1
つ
が
、
地
区
全
体
で
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
家
発
電
及
び
自
家

消
費
を
行
う
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地

消
だ
。
ま
た
、
防
災
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
、
駅
西
側
地
区
で
は
電
柱

地
中
化
も
実
現
す
る
予
定
だ
と
い
う
。

　
田
中
さ
ん
も
「
震
災
か
ら
8
年
以
上

が
経
過
し
、
町
民
の
方
々
の
避
難
先
で

の
暮
ら
し
も
長
期
化
す
る
な
か
、
た
だ

元
に
戻
す
だ
け
で
は
町
の
発
展
は
望
め

ま
せ
ん
。
こ
こ
で
な
け
れ
ば
で
き
な

い
、
世
界
に
先
駆
け
た
地
方
創
生
の
パ

イ
オ
ニ
ア
と
し
て
の
取
り
組
み
も
し
て

い
き
た
い
。
た
と
え
ば
、
高
齢
者
の
方

も
自
由
に
移
動
で
き
る
よ
う
な
自
動
運

転
の
フ
ィ
ー
ル
ド
づ
く
り
な
ど
、
ど
ん

ど
ん
新
し
い
も
の
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

い
け
れ
ば
」
と
話
す
。

　
森
脇
も
「
ま
ず
は
J
R
常
磐
線
再
開

に
向
け
た
双
葉
駅
東
口
の
駅
前
広
場
の

整
備
。
そ
れ
と
並
行
し
て
、
2
0
2
2

年
春
の
居
住
開
始
に
併
せ
た
基
盤
整
備

に
向
け
、
総
力
を
挙
げ
て
ま
ち
づ
く
り

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
」
と
意
気

込
む
。

「
再
開
す
る
J
R
常

磐
線
の
車
窓
か
ら
見

た
人
が
、
住
み
た
い

と
思
う
ま
ち
に
し
た

い
」
と
起
工
式
で
語

っ
た
伊
澤
町
長
。
来

春
、
窓
の
外
に
広
が

る
新
生
双
葉
町
の
姿

に
期
待
し
た
い
。
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2
0
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8
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●
平
成
30
年
〜
）

復興再生拠点となる西側地区と開業にむけて
工事が進むJR常磐線双葉駅（写真右）


